
仙北市議会だより 4

の
具
体
的
解
決
策
が
示
さ
れ
な
い

ま
ま
膨
ら
み
続
け
る
純
損
失
で
あ

り
、
経
営
規
模
か
ら
し
て
こ
の
多

額
赤
字
は
理
解
に
苦
し
む
と
の
声

が
議
会
内
に
あ
る
。
新
角
館
病
院

の
建
設
費
が
労
務
費
や
資
材
の
高

騰
、
消
費
増
税
に
よ
っ
て
積
算
額

が
3
億
円
増
え
、
来
年
度
増
額
分

を
予
算
計
上
す
る
旨
の
説
明
が

あ
っ
た
が
、
当
初
計
画
よ
り
都
合

約
20
億
円
の
増
加
に
な
り
、
建
設

費
の
み
の
総
額
が
約
６
４
・
５
億

円
に
な
る
。
今
後
の
更
な
る
資
材

費
の
高
騰
や
入
札
不
調
等
の
不
安

要
因
も
抱
え
、
病
院
建
設
に
よ
っ

て
ど
こ
ま
で
財
政
圧
迫
が
進
む
の

か
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

19
案
件
を
審
議

　

6
月
定
例
会
は
6
月
6
日
か
ら

27
日
ま
で
の
22
日
間
の
会
期
で
開

催
さ
れ
た
。

　

提
出
案
件
は
報
告
案
件
6
件
、

条
例
改
正
1
件
、補
正
予
算
5
件
、

工
事
請
負
契
約
1
件
、
財
産
区
管

理
委
員
同
意
案
件
2
件
、
人
権
擁

護
委
員
の
推
薦
諮
問
案
件
1
件
に

加
え
、
最
終
27
日
に
副
市
長
の
選

任
同
意
案
件
、
議
員
提
出
案
件
2

件
の
合
計
19
案
件
が
審
議
さ
れ
全

て
原
案
可
決
。（
副
市
長
選
任
案

は
無
記
名
投
票
の
結
果
、
議
長
を

除
く
全
議
員
の
う
ち
、
賛
成
13
反

対
5
で
同
意
し
）
閉
会
し
た
。

3
温
泉
事
業
会
計

　

こ
こ
数
年
全
体
の
出
湯
量
が
減

少
し
て
お
り
、
新
規
の
ボ
ー
リ
ン

グ
も
有
望
箇
所
が
温
泉
組
合
の
反

対
に
よ
っ
て
困
難
に
な
り
①
カ
ラ

吹
き
2
号
源
泉
の
蒸
気
導
気
管
の

浚
渫
（
内
面
の
硫
黄
ス
ケ
ー
ル
等

の
削
り
取
り
）
②
各
所
給
湯
管
の

高
断
熱
管
へ
の
更
新
及
び
浚
渫
③

ボ
イ
ラ
ー
に
よ
る
昇
温
④
水
沢
温

泉
か
ら
余
剰
源
泉
を
買
い
取
り
分

湯
槽
へ
の
給
湯
⑤
失
敗
の
リ
ス
ク

を
犯
し
て
も
反
対
の
な
い
箇
所
へ

の
ボ
ー
リ
ン
グ
等
の
計
画
説
明
が

あ
っ
た
が
長
期
的
に
見
た
場
合
、

地
震
に
よ
る
地
殻
変
動
や
マ
グ
マ

の
動
向
、
深
度
地
下
水
の
変
化
に

一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
も
の

●
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
施

行
円
滑
化
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　

１
１
４
万
円

●
温
泉
郷
魅
力
向
上
人
材
育
成
事

業
費　
　
　
　
　

４
０
０
万
円

●
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付

金
事
業
費　
　
　

３
１
５
万
円

●
企
業
誘
致
対
策
事
業
費
（
㈱
司

食
品
工
業
用
地
取
得
買
収
費
）

９
７
０
０
万
円

●
田
沢
湖
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分

場
搬
入
路
整
備
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
０
万
円

●
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
助
成
事
業
費

２
６
６
万
円

●
Ｆ
Ｉ
Ｓ
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
秋
田
た
ざ
わ
湖

大
会
負
担
金

３
０
０
０
万
円
等

会
期
中
の
各
会
計
の
議
論

主
な
も
の
は

1
一
般
会
計

㈱
司
食
品
工
業
に
対
す
る　

①
用

地
買
収
と
造
成
を
市
が
行
っ
て
当

面
、
貸
与
す
る
事
へ
の
妥
当
性　

②
今
だ
に
司
食
品
が
自
ら
現
地
法

人
を
立
ち
上
げ
な
い
真
意　

③
進

出
に
対
す
る
覚
書
の
有
効
性
の
根

拠　

④
今
後
の
企
業
誘
致
と
地
元

企
業
支
援
と
の
整
合
性
等
が
議
論

に
な
っ
た
。

2
病
院
事
業
会
計

　

市
政
方
針
の
中
で
市
立
田
沢

湖
病
院
、
角
館
病
院
そ
れ
ぞ
れ

の
25
年
度
決
算
見
込
み
が
報

告
さ
れ
た
。
田
沢
湖
病
院
が

1
億
１
４
１
万
円
、
角
館
病
院
が

5
千
９
１
２
万
円
の
純
損
失
を
計

上
す
る
。
特
に
田
沢
湖
病
院
の
単

年
度
赤
字
が
つ
い
に
1
億
円
の
大

台
を
突
破
し
た
。
当
局
か
ら
一
切

副市長選任案に同意
全議案原案可決

一般会計補正額2億471万7千円
補正後予算183億5,664万1千円に

第3回 仙北市議会6月定例会

純損失１億円を超える赤字の田沢湖病院
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凡例 : 賛→賛成、反→反対　欠→欠席　退→退席（議長は、法律に定める特定のケース以外では表決をしないことになっています）

議案番号

会派及び氏名等

件　　　　名

議決
月日

議決
結果

仁政クラブ 民　政　会　議 翠
すい

　 巒
らん

 　会 市民
クラブ

会派に
属しない議員
共
産
党

公
明
党

黒
沢
龍
己

田
口
寿
宜

佐
藤
大
成

髙
橋
　
　
豪

稲
田
　
　
修

伊
藤
邦
彦

阿
部
則
比
古

安
藤
　
　
武

門
脇
民
夫

小
林
幸
悦

真
崎
寿
浩

荒
木
田
俊
一

大
石
温
基

八
柳
良
太
郎

小
田
嶋
忠

平
岡
裕
子

熊
谷
一
夫

髙
久
昭
二

議案第 68 号 仙北市国民健康保険税条例の一部を改正
する条例制定について 6.27 原案

可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛

議案第 69 号 平成 26 年度仙北市一般会計補正予算
（第１号） 6.27 原案

可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 反 賛 賛 反

議案第 73 号 平成 26 年度仙北市水道事業会計補正予
算（第１号） 6.27 原案

可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反

議案第 75 号 土地の取得について 6.27 原案
可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 反 賛 賛 反

平成26年 第3回 仙北市議会定例会賛否が分かれた議案（招集日：6/6　最終日：6/27）

　

６
月
18
日
本
会
議
よ
り
付
託
さ

れ
た
案
件
は
議
案
第
69
号
で
あ

る
。
19
日
〜
20
日
の
分
科
会
審
査

を
経
て
６
月
25
日
に
分
科
会
報

告
、
質
疑
の
後
討
論
採
決
が
行
わ

れ
た
。（
各
分
科
会
の
質
疑
は
、

委
員
会
報
告
に
て
記
載
）

よ
る
出
湯
変
化
は
避
け
ら
れ
ず
、

議
会
内
に
は
こ
う
し
た
不
安
定
な

事
業
を
自
治
体
が
運
営
す
る
こ
と

の
難
し
さ
を
指
摘
す
る
声
も
あ

る
。

4
水
道
事
業
会
計

　

西
明
寺
地
区
簡
易
水
道
拡
張
整

備
事
業
の
契
約
締
結
が
議
題
に

な
っ
た
。
神
代
地
区
北
部
へ
の
簡

易
水
道
敷
設
延
長
に
伴
う
給
水
設

備
の
新
規
増
設
。
西
明
寺
低
区
浄

水
場
（
小
渕
野
山
崎
地
区
）
に
隣

接
す
る
形
で
低
区
第
2
浄
水
場
を

建
設
す
る
も
の
。
浄
水
場
本
体
は

「
水
道
機
工
㈱
東
北
支
社
」
他
、

土
木
、
建
築
、
配
水
場
等
を
地
元

Ａ
級
業
者
に
分
離
発
注
す
る
。
総

額
で
約
6
億
円
の
予
定
額
。　
　

　

給
水
量
は
２
２
０
ｔ
／
日
で
西

明
寺
高
区
浄
水
場
か
ら
延
伸
し
た

東
前
郷
地
区
と
合
わ
せ
て
神
代
地

区
北
西
部
に
配
水
す
る
。
し
か
し

全
て
完
成
し
て
も
な
お
神
代
地
区

全
体
の
40
㌫
前
後
の
網
羅
率
に
過

ぎ
な
い
。
神
代
地
区
は
周
囲
に
高

い
山
の
な
い
地
形
か
ら
、
良
質
の

大
量
の
地
下
水
を
地
区
内
か
ら
確

保
す
る
の
は
望
み
薄
で
あ
り
。
今

後
は
玉
川
の
河
川
水
を
浄
化
す
る

か
、
自
然
落
差
で
給
水
可
能
な
生

保
内
地
区
の
余
剰
分
を
延
伸
し
て

配
水
す
べ
き
と
の
声
も
。

（
阿
部
則
比
古 

記
）

■
議
案
第
69
号
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）　

反
対
討
論

　

い
か
に
企
業
誘
致
と
い
え
ど
も

こ
れ
だ
け
の
一
般
財
源
の
投
下
が

市
民
の
為
に
な
る
の
か
不
明
で
あ

る
事
か
ら
、
当
該
経
費
を
一
時
凍

結
又
は
、
限
度
額
を
定
め
て
減
額

修
正
す
べ
き
で
あ
る
。

賛
成
討
論

　

進
出
す
る
企
業
の
操
業
に
当
た

り
、
臭
気
や
地
下
水
へ
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
る
事
か
ら
、
地
域
住
民

へ
の
情
報
開
示
を
し
っ
か
り
と
お

願
い
し
た
い
。
企
業
誘
致
の
手
法

と
し
て
、
今
後
の
進
め
方
に
つ
い

て
、
市
の
明
確
な
方
針
を
早
期
に

策
定
す
べ
き
で
あ
る
。
と
の
意
見

を
付
す
。

【
採
決
】

　

賛
成
多
数
で
可
と
決
定

（
熊
谷
一
夫 

記
）

予
算
常
任
委
員
会
報
告

既設の西明寺低区浄水場


